
令和7年度 第2回 

八王子市社会福祉審議会 地域福祉専門分科会 

次第 

 

令和7年（2025年）7月28日（月） 

午 後 ２ 時 0 0分 ～ 4時 0 0分 

八王子市役所 議会棟第六委員会室 

 

 

1. 開 会 

 

 

2. 報 告 

(１) 八王子市の「にも包括」の取り組みについて 

(２) ＡＩ傾聴窓口「はちココ」の実証実験について 

 

３． 議 題 

包括的な支援体制の構築に向けたはちまるサポートの役割と地域との“つながり”について 

 

４． その他 

 

 

５. 閉 会 

 

 

【配付資料】 

・第 4期 八王子市社会福祉審議会 地域福祉専門分科会委員名簿(R７.4.1時点) 

・【資料A】八王子市の「にも包括」の取り組みについて 

・【資料 1】ＡＩ傾聴窓口「はちココ」の実証実験について 

・【資料１参考】はちココ実証実験結果レポート 

・【資料 2】包括的な支援体制の構築に向けたはちまるサポートの役割と地域との“つながり”について 





八王子市の「にも包括」の取り組み

令和7年（2025年）7月25日

健康医療部 保健対策課

八王子市
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「にも包括」とは？

「にも包括」（厚労省による略称）：精神障害にも対応した地域包括ケアシステム
 ⇒精神障害の有無や程度にかかわらず、誰もが安心して自分らしく暮らすことができる

 社会を実現するための取組

保健所
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八王子市地域精神保健

医療福祉推進会議

（協議の場）

八王子市地域精神保健

医療福祉実務者連絡会

保健対策課障害者福祉課

八王子市障害者地域自立支援協議会

福祉政策課
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•八王子市地域精神保健福祉推進会議（年1回）

•構築推進サポーター

①精神保健医療福祉体制の整備に係る事業

•心のサポーター養成講座（年1回）

②普及啓発にかかる事業

•八王子市障害者居住支援事業（地域生活支援センター）

•八王子市住居賃貸代行保証料補助金

•地域生活支援拠点・委託相談（相談や契約などの同行）

•八王子市居住支援協議会と地域移行支援部会（自立支援協議会）の連携

③住まいの確保と居住支援に係る事業

•思春期の課題を抱える親のグループ会実施

•家族会支援

•地域生活支援拠点事業でのピアサポート活動（ピアの病院訪問・連絡会議）

④当事者、家族等の活動支援及びピアサポートの活用に係る事業

保健対策課

障害者福祉課

保健対策課

保健対策課

障害者福祉課

「にも包括」構築に向けた取り組み概要①
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•八王子市自殺対策検討会議・未遂者支援会議の開催

•精神保健医療相談事業

⑤精神医療相談・医療連携体制の構築に係る事業

•八王子市精神障害者早期訪問支援事業（早期訪問支援事業）

•八王子市社会復帰促進事業精神保健グループ（デイケア）

•地域移行支援部会

⑥精神障害を有する方等の地域生活支援に係る事業

•相談支援事業所連絡会での研修

⑦地域生活支援関係者等に対する研修に係る事業

•重層的支援体制整備事業

⑨その他、地域包括ケアシステムの構築に資する事業

保健対策課

保健対策課

福祉政策課

障害者福祉課

「にも包括」構築に向けた取り組み概要②

障害者福祉課
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「にも包括」構築に向けた取組み

年度 内 容 担当課

平成28年

（2016）
・「八王子市精神障害者早期訪問支援事業」開始

保健対策課
平成29年

（2017）
・上記事業を「にも包括」のアウトリーチ事業と位置づけ、協議の場を設置

令和3年

（2021）
・重層的支援体制整備事業 ＝はちまるサポートとして相談開始 福祉政策課

令和4年

（2022）
・ 八王子市精神保健福祉実務者連絡会メンバー見直し、障害者福祉課と話し合い
・「あるね八王子」＝にも包括WG開始

保健対策課
障害者福祉課
福祉政策課

令和5年～

（2023）
令和6年

(2024)

・ 厚生労働省「にも包括」構築支援事業に手上げ→広域アドバイザー※)の決定
・ 研修会開催(医療機関向け・地域移行部会合同・保健師向け)
・ にも包括合同会議出席
・ 密着アドバイザー決定
・「あるね八王子」でモデル事業について検討（4回開催）

※) 藤井千代先生（国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 部長）
高桑友美先生（岡山県精神保健福祉センター 地域支援科長） 6



協議の場やワーキンググループの意見から

・関係機関が多数で把握できない
・機関同士が相互に連携する体制が十分でない
・市の面積が広く、資源の分布に偏りがある
アクセスしづらい地域がある

→支援が必要な方に迅速に対応できずに
重症化しているのでは？
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八王子市の課題



①市民の困りごとやニーズを幅広く拾いたい
→重層的支援体制整備事業で「はちまる」が取り組んでいる？！

②医療と福祉の顔の見える連携を強化したい
→まずはブロック単位で始められると良いのでは？

大きなまちの 小さなまちづくり
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ブロックごとの身近に相談・連携できる体制を構築

八王子市が目指すこと



医療福祉連携型早期訪問支援モデル事業

地 域

住 民

支援機関等

精神科医療機関

【方法】

・精神科医療機関からPSWをはちまるサポートへ派遣

・保健所がとりまとめを行う

派遣（月8回）

はちまるサポート

医療福祉連携相談員

（精神保健福祉士PSW）

コミュニティソーシャルワーカー
(CSW)

【内容】

・相談員とCSW、保健所で事例の紐解きを一緒に行う

・対象者に、相談員とCSWで面接・訪問

・地域会議への参加、研修の実施等 9



事業実施日数 ※重複なし

ブロック はちまるサポート 実施日数（単位：日）

北部 石川 6

加住 3

西南部 浅川 3.5

長房 4

館 6

西部 元八王子 3.5

恩方 1.5

川口 3.5

ほか 1.5

合計 32.5日 10



事業対象者の年代・性別（n＝69）
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事業導入時の対象者の困りごと

※複数回答

52
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他

拒食等の身体的危機

自殺企図

頻回な訴え

騒音

家庭内暴力

ごみ問題

暴言・暴力

身辺の不潔

医療拒否

妄想・こだわりによる奇行

ひきこもり （件）

・親亡き後の対応
・手続きがうまくいかない
・周辺への迷惑行為
・金銭管理の問題、浪費や債務
・家族からの自立、障害受容
・焦燥感への対応
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・メンタル不調がありそうだけど、精神科の受診が必要な状態なのか？

・妄想と思われる言動で近隣苦情になっているが、本人は病識ない。どう関わ
れば良い？

・多問題家族で課題が山積、緊急性の判断や優先順位に悩む

・精神科受診につなげるために必要な情報や準備とは？

・精神科の治療の内容や期待できる効果は？

・傾聴だけの対応でいつまでも続けて良いのか？他につなげる機関があるか？

モデル事業相談内容例
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14

医療福祉連携相談員の当日対応内容

※複数回答
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医療・福祉サービス勧奨
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対応方法の助言 （件）



• 他機関（包括・子家センなど）への事業説明があると良い。

• 身体的な状態への対策が優先される場合が多い。

• 具体的に支援が進んでいる案件もあり、はちまるサポート
と一緒に行動ができているという実感が強まっています。

• 難しいケースは関係機関同士が支えあう構図ができたら
と思います。

• はちまるの支援の限界設定はどのように考えればよいか。

• 通院していても、障害福祉サービスにつながっていない方
が想像以上に多い。
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７ 医療福祉連携相談員からの感想（抜粋）



• 行き詰っている案件について相談でき、助かりました。

• 病院の方と顔の見える関係ができ、とてもありがたい。

• 第三者からの意見を聞くことで、ＣＳＷのバーンアウト防止にも繋が
る。

• 看護師の同行も可能になると事業の幅が広がるのではないか。

• はちまるサポートが「にも包括」の相談窓口であり、精神障害者が疑
われる方の対応をするのだと誤って理解されている。

16

８ はちまるサポート相談員からの感想（抜粋）



モデル事業により期待できる効果

保健所で実施する「早期訪問支援事業」よりもさらに

早い段階から地域の身近な相談窓口(はちまるサポート)で展開

★ 相談者が孤立する前に、必要な相談先や専門機関へつなぐことができる

★ 問題が複雑化する前に、地域で潜在する課題に介入できる

★ 地域の窓口の相談員が抱え込み疲弊することを防ぎ、各機関とスムーズに連携できる

 

重症化の予防・地域での連携強化
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事業の課題と今後について

今回のモデル事業の
範囲

モデル事業を通しての課題

① 市全域へ広げるための人材と財源の確保

② 高齢、子ども分野への拡大

③ 庁内や他機関への普及啓発

今後に向けて

・目指すのは、事業が無くても構えずに相談でき

る関係作り

・人対人の連携から、機関と機関の連携へ

・それらを引き継いでいける人材育成の仕組み

大きなまちの 小さなまちづくり

保健所
早期訪問支援事業

はちまるサポート等
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ご清聴ありがとうございました



令 和 ７ 年 （ 2 0 2 5 年 ） ７ 月 ２ ８ 日

地 域 福 祉 専 門 分 科 会

福 祉 部 福 祉 政 策 課

ＡＩ傾聴窓口「はちココ」の実証実験について

資料1



１ 内容

匿名で困りごとや悩みを傾聴（共感）するＷｅｂサービス

・チャット形式による対話（２４時間利用可能）

・対人での相談を希望する場合は支援機関の連絡先を案内

２ 実施時期

令和７年（2025年）２月３日から令和７年（2025年）４月30日まで

３ 対象

全市民

４ 協力所管

青少年若者課（若者総合相談センター）、子ども家庭支援センター

※包括的な地域福祉ネットワーク会議の委員所管に協力の意向確認

５ 費用負担

実証事業のため市の負担はなし

実証事業の概要



はちココ実証実験 結果レポート



実証実験の概要

・目的：導入による効果検証および相談内容や属性、課題の検証

・期間：2025年2月〜4月（3ヶ月間）

・公開/PR方法：市ホームページ

・機能：悩みチャット相談（傾聴・共感）＋ 指定窓口のご案内



結果（全体サマリー）

　　　・相談件数：１,２４３件

　　　　・合計ターン数：９,７９１回（平均ターン数：８回）

　　　　・合計滞在時間：１,３１６時間（平均時間：６３分）

　・ユーザー満足度：９５.６%

　　　・リピーター率：１９.３％

　　　・性別：男女比はほぼ変わらず。

　・年齢層：幅広い種類に分布（３０代, ５０代, ４０代, ２０代の順で多い）。

　・悩みや属性：幅広い種類に分布（会社員, 主婦, 大学生の順で多い）。



結果（図示）



結果（窓口案内の閲覧合計数：３６６件）

若者総合相談センター：７５件

はちまるサポートセンター：２４１件



分析（性別 / 悩みの種類）

性別による悩みの種

類の違い/特徴はあま

り見られなかった。



分析（性別 / 時間帯）

性別による時間帯の

違い/特徴はあまり見

られなかった。



分析（性別 / 対話テキストからの傾向分析）

• 平均対話ターン数が比較的短い。

• 平均テキスト量（文字数）は短く、簡潔に悩みを述べる傾向。

• 内容は「仕事のストレス」や「生活費」など実務的・経済的な問題、そして「社会的な孤立」が多い。

• 利用者数は女性より少ないが、他性と比べて深夜帯の利用が多い。

• 全体利用数が最も多く、平均ターン数もやや長い。

• 平均テキスト量は多く、悩みを詳しく説明する傾向。

• 「健康・メンタル」や「家庭内の問題」、「子育て・介護」に関する相談が多い。

女性

男性



分析（年齢層 / 悩みの種類）

性別による時間帯の

違い/特徴はあまり見

られなかった。


















